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と住宅街区の各 8か所で長期的な気温観測を実施した.その結見 街区内での気温のばらつきは海風パター ンによって,気温と
街区指標の関係は季節によってそれぞれ変動することが明らかとなった.街区気温の空間的な分散を表す標準偏差は海風の卓
越する口であればすべての季節で海風侵入時に同期して商業街区のみ大きくなり,住宅街区の2倍以上に達していた.気温と街
区指標の相関分析からは,両街区とも海風侵入に起因する相関係数の時間変化は認められなかった.しかし,空間開放度が小さ
い場所では夜間の気温低下だけでなく,日中の気温上昇も局所的に抑制されていることが明らかとなった.この現象は,さまざまな
土地被覆形態が混在しキャノピー構造を形成する商業街区でより顕著であった.っまり,この 3次元的空間構造の複雑さのため,
地上付近に達する日射量や街区に侵入する海風の風向風速は場所によって大きく異なり,その場の気温を決定づける要因は複
雑化すると考えられる.
口中に都市部の気温が郊外よりも低温になるクー ルアイランド現象の形成メカニズムを解明するため,上空から熱赤外カメラによ
る都市キャノピー内の表面温度測定を実施した.その結果,表面温度が高い地域は,JR岡山駅の西側(岡山市北区奉還町,富町,
寿町),JR大元駅の西側(岡山市北区下中野,上中野,今)であり44-47℃であった.一方,表面温度が低い地域はJR岡山駅の
東側であり,その差は10℃近くにも達していた.JR岡山駅の東側は高層建物が密集する地域で,岡山市で最も人間活動が盛んな
場所である.しかしながら,表面温度が低いのは建物(コンクリー ト)の熱容量が大きく,温度が上昇しにくいことや建物による目陰
の影響であると予想される.これはクー ルアイランド現象の主な要因であると考えられ,大変興味深い特徴である.
論文審査結果の要旨
本論文は近年社会的にも注目されている,都市域における高温化現象 (ヒートアイランド現象)につ
いて,その高温化メカニズムの解明を目指した観測的研究に基づくものである｡これまでのヒートアイ
ランド研究は,それぞれの地域での気象台や自治体などの公表観測データを用いたもので,多くても街
域で数地点程度であった｡しかし,都市およびその周辺での土地利用形態,建築物の構造は一様ではな
く都市域内部における詳細なヒートアイランドの構造は知られていなかった｡
また,多くの都市域は海岸に近く局地風としての海陸風循環の影響を受ける｡特に昼間の海風は冷気
移流としての効果が大きく夏季の昼間のヒートアイランド形成に大きな影響を及ぼすと考えられてい
る｡そこで年間を通して晴天日が多く,海風循環がよく発達する岡山市を対象に,約50地点に独自で開
発した観測機器を設置して673日にも及ぶ長期的な都市熱環境の観測をおこなった｡そのうえで,季節 ･
天候別に海風循環のパターンを分類し,岡山市で発生するヒートアイランドの時空間変動を明らかにし
た｡
多点に設置した細密熱環境観測網から,観測地点周辺の土地被覆形態や天空率･アスペクト比など街
区構造を表すパラメーターと気温との対応性を検討し,商業街区と住宅街区の違いを明らかにしたC高
層建築物が多く空間開放度が小さい商業街区では夜間の気温低下だけでなく,日中の気温上昇も局所的
に抑制されていることが明らかとなった｡また,南からの海風の進入によって,夏季の日中における温
度分布にも明瞭な差がみられることを見出した｡さらに地上観測と同期した上空からのヘリコプター観
測から岡山市全域にわたる温度分布をとらえることに成功した｡
以上のように,本論文はこれまでにない詳細な空間スケールでの現地観測を通年観測として実施し,
土地被覆形態や建築構造物の違いによって,同一の都市内でも熱環境が異なっており,またそれが季節
や昼夜によってどのような変化をするかを明らかにした極めて優秀なもので,博士(理学)の学位に十分
値するものと判定する｡
